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前稿で社会福祉が対象 とする生活問題について取 り上げた。対象を生活問題 と規定す る研究者

の系譜 とその中での、副田義也 と古川孝順 の生活問題 に関す る論考を取 り上げた。1)特 に古川の

生活問題類型について詳 しく見てみた。その際主に検討 したのは、古川孝順、庄司洋子、定藤丈

弘著 『社会福祉論』有斐閣、1993年 に、第4章 として所収 されている 「社会福祉の対象(1)一生活

問題の視点 と枠組」(以 下、 「93年論考」 と呼ぶ)で ある。その後の古川は、社会福祉の対象論議

に関 して、新 しい展開を試みでいる。そ して、その展開はある程度完結 した論 としてま とまった

と言える。本稿では、古川孝順の社会福祉の対象論のその後の展開を後付け、その特徴 を検討す

ることを企図す る。'

1　 93年 論考

93年 論考では、生活問題 を、生活危険、生活不能、生活障害の3つ の類型 に分けている。

生活危険 とは、何 らかの事情でそれ まで維持 されてきた生活水準が維持できなくなった事態、

一般には事故 と言われ る状況をさす。失業、老齢、疾病、労働 災害、寡婦、育児などである。 こ

の生活危険に対応す る施策は、社会保険である。

生活不能 とは、「生活危機(マ マ)」(生 活危険)が 長期化やその他の事情によって、最低生活

水準、 さらには生命の維持 ・再生産が不可能になる水準の場合をさす。対応す る施策は公的扶助

である。

生活障害とは、生活者本人や家族、地域社会が、身体的、生理心理的、社会経済的、政治文化

的な どの生活阻害要因(具 体的には、住居の貧困、浮浪、不品行 、幼弱、高齢、疾病、心身の障

害、非行、ひ とり親、女性の就労、過密 、独居、生活環境施設の不備 、低劣な社会的 ・文化的環

境な ど)が 、「生命や生活の よりよいかたちでの維持 ・再生産を脅か している状態」を意味 して

いる。

この生活障害に対する施策は社会福祉である。

3つ の生活問題類型 とそれへの施策は、

生活危険　 社会保険

生活不能　 公的扶助



生活障害　 社会福祉

と述べている。

この社会福祉が対応す る生活障害を、さらに5つ に分類 している。①生活基盤の障害、②生活

能力の障害、③生活関係の障害、④生活環境の障害である。

① 生活基盤の障害は、住宅環境 をめぐる問題であ り、従来の貧困に連累す る住宅問題では、

例えば、ひ とり親世帯への母子寮の設置や公営住宅への優先的入居な ど。近年では、住宅内

部での車椅子利用な どの質的整備 とい う問題。

② 生活能力の障害は、心身の能力の低下、未成熟、低位性によって、社会的に生み出されて

くる障害である。

③ 生活関係の障害は、家族 内の生活関係の障害 と家族外の生活関係の障害の2つ に分けられ、

前者の家族内の生活関係 の障害は、さらに2つ に分かれ、構造的な障害 と機能的な障害に。

前者の例 としては、ひ とり親家族の生活困難、後者はアル コール依存症や虐待や子の不登校

な ど。家族外 の生活関係 は、近隣関係、社交的関係、学校 ・職場関係 の3つ に分けられる。

近隣関係では、独居高齢者 の社会的孤立や近隣への無関心が、近隣社会にお ける生活関係 を

不安定に して様々な困難を生み出 している。社交的生活関係 には、あそび仲間集団の不在 は

社交的関係の経験不足をもたらし、学校でのい じめや暴行に。学校 ・職場 関係については、

それ と家族 ・地域社会 との関係が転倒 した関係になっている。壮年期の会社付け生活や退職

後の粗大 ゴミ化現象のよ うに。

④ 生活環境の障害も、さらに分類 される。a　 自然的 ・地理的環境の障害、b　 生活環境基

盤の障害、c　 社会文化的環境の障害に。 はじめの例では、子 どもの遊び場不足、次のは、

社会福祉施設 も含 めた、地域 における生活基盤の施設の不足、3つ めの例は障害者や外国人

への偏見や差別、一部地域や夜間の治安の悪化があがってい る。

生活障害を分類 した項 目だけを抜き出す と、
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に分けられ ている。

こ うした生活問題 の類型 の分類を、その後、古川孝順、松原一郎、社本修編集 『社会福祉概

論-こ れか らの社会福祉①』有斐閣、1995年 に、第4章 として入 っている 「社会福祉の対象一問

題 とニーズ」(以 下、 「95年論考」 と呼ぶ)で 、「総体的な水準において も、また個別的な水準に

おいても、生活問題 をよ り具体的かつ全体的に把握するためには、この ような切 り口から分析す

ることも1つ の方法であろ う」 とま とめ られている。2)

2　 95年 論考

95年 論考のテーマは、章の題 目にあるように、社会福祉の対象についての説明である。 しか し、

その方向は、その章の最後の節のタイ トルのとお り、「対象論 の再構成」である。

95年 論考で、古川は、孝橋正一の社会的問題規定や一番 ヶ瀬康子の生活問題規定を始め とす る

対象規定の議論を、 「…問題状況の形成の過程や 内容 をその担い手の もつ社会経済的、政治的、

文化的、自然的な どの諸条件に留意 しつつ把握 しよ うとするものであった」 とし、それに対 して、

「…対象 となる状態像の実態的、具体的な把握 を重要視する福祉ニーズ論」が存在すると述べて

いる。

そこで、まず、岡村重夫の対象論議を取 り上げ、人間の基本的欲求 と社会生活の基本的欲求の

区別 など、対象論の再構築 には示唆的 と論 じている。3)次に、三浦文夫の福祉ニーズ論 を取 り上

げ、最後に、三浦の福祉ニーズ論 は、問題発生の原因な り条件の追求を欠落 させた論 と指摘 して

いる。 さらに、三浦の福祉ニーズ論を継承 したものとして、京極高宣の福祉ニーズ論 を取 り上げ

る。京極の福祉ニーズと福祉需要の関係に疑問が残ることと、福祉 ニーズそのものの展開が不十

分 と指摘す る。

岡村、三浦、京極 らの対象論議 を、「状態論 中心の対象論 の系譜」 と位 置付 け、孝橋、一番 ヶ

瀬 らの論議 を、 「原 因論 中心の対象論の系譜」 と名づけ、後者 は、「…総論的にす ぎ、政策分析に

は効果的であっても、事業実施や実践活動の水準では有効性 に乏 しい」、前者は逆 に 「政策分析

にたい して有効性 に乏 しい」 と論評する。 このことから、原因論 と状態論 を結合するとい う議論
♂

に進む。

結合す るにあたっての前提 として、3つ あげる。第2点 目として、生活問題は労働問題の規定

を受 ける側面をもつが、「労働 問題 とは基本的に区別 された意味での生活問題の枠組み を前提に

する」 とす る。第3に 、 「生活ニーズから出発 させ 、生活問題の内容を福祉 ニーズと して把握す

る」 とする。

「人び との生命や生活の維持 ・再生産のシステムに直接的に関わる生理的 ・人格的 ・社会的ニ



一ズ」を 「生活ニーズ」 と呼ぶ
。 この 「生活ニーズの不充足やよ り高次の充足にたいする願望か

らうみだ されて くる社会的期待」を 「生活保障需要」 と呼ぶ。そ して、「福祉ニーズとは、その

ような生活保障需要を背景に、そこから抽出され、措定された ものである」 と。3)

さらに、「広 く所得保 障、医療保障、そ して社会福祉か ら構成 される生活保障システムの対象

となるニーズとその形成過程 は、生活ニーズ→(生 活ニーズの不充足や不十分な充足)→ 生活保

障需要(所 得保障 ・医療保健需要 ・福祉需要)→ 生活保障ニーズ(所 得ニーズ ・医療ニー一ズ ・福

祉 ニーズ)と して定式化 され ることになろ う」 と述べている。4)ま た、「福祉ニーズは所得ニー

ズ、医療ニーズ とともに生活保障ニーズの一部分である。 これ ら3通 りのニーズは相互に重な り

合い、浸透 し合 う関係にある」5)と。

ただ、その前の箇所 で、「福祉ニーズの存在は、その生命や生活の維持 ・再生産が脅か されて

いる状態にあることを意味 している。人び とがその生命や生活の維持 ・再生産を他者に依存す る

状態、あるいは人び との自立が脅か され、損なわれている状態 を意味 しているといってよい」6)

とも述べている。

この箇所は、前の ところで、生活ニーズから、生活保障需要を導き、さらにそこか ら福祉 ニー

ズを導いてきた関係 を、棚上げ して、福祉ニーズを生活ニーズ と同 じもの と理解 される誤解 に導

きおそれがある。

福祉 ニーズの形成過程は、「生活を取 り巻 く外部環境 を形成す る諸条件 と個人や家族 とい う生

活主体のもつ諸条件 との両面か ら解明されなければな らい」 と指摘 してい る。前者が原因論中心

の対象論の系譜で指摘 され てきたこと、後者は、「生活 を一定の水準 と様式において維持 し、再

生産 してい こうとする意欲 と能力、そ してそれ らを支え、あるいは方向づけるように作用する個

人や家族のもつ身体的、精神 的、経済的、社会的な どの諸条件」7)と 述べている。 この後者の

「諸条件の側か ら論 じる視点 と方法が」、援助過程 と結び付ける場合に重要 と指摘 している。

3　 2003年 論考

前述の古川の 「福祉ニーズ論」は、古川孝順著 『社会福祉原論』誠信書房、2003年 に所収の第

5章 「社会福祉の対象」(以 下、 「03年論考」 と呼ぶ)に おいて、す こし詳 しく展開されている。

95年 論考で、生活ニーズと位置付 けられたものを、この03年 論考では、「一般ニーズ」 と名づ

けている。そ して、この一般ニーズの中で も、 「①充足の有無が直接的に生命 と活力の維持 ・再

生産に関わっている、②充足が社会関係や社会制度 との関わ りのなかで行われ る、とい う2つ の

条件を充たす ものを生活ニーズ とよぶ ことにしたい」8)と述べている。

「生活者の生命や活力の維持再生産に不可欠とされる生活ニーズが通常の 自助努力の水路によ

って十分に充足 されえないところに形成 され る」 ものを、「生活支援ニーズ」 とする。 「不充足の

状況にある生活ニーズであ り、その充足のために何 らかの支援が必要 とされる状況にある生活ニ

ーズ」の うち、「社会的な生活支援サー ビスが必要 とされ る部分が」、「社会的生活支援ニーズ」



であ り、「社会福祉の直接的な対象である福祉ニーズは さらにその一部分」9)と して位置付けて

いる。

生活支援ニーズの形成要因 としては、2つ に分 けられている。1つ は、生活環境的要因、もう

1つ は生活者の主体的要因である。

生活環境的要因には、3つ あげられている。物質的生活環境要因、社会的生活環境要因、さら

に社会的生活環境を構成する派生的、第二次的な社会的施策 ・制度である。10)

物質的生活環境要因 としては、 「公害による大気 汚染や水質の汚染、薬品公害や食品公害、過

疎や密住、寒暑や干ばつな どの自然的条件 、道 路の狭隘や段差」をあげくこれ らか ら、「疾病、

障害、健康の破壊、飢餓」が生活支援ニーズを形成すると。

社会的生活環境要因には、「現代社会のマ クロシステムとしての社会 システム、経済 システム、

政治システム、文化システム」があ り、これ らが直接的間接的に生活支援ニーズの形成に関係す

ると。具体的には、「少子高齢化に ともな う人口 構造や家族構造の変化、経 済的不況、人権侵害、

差別や偏見」などが要因としてあげられている。

派生的、第二次的な社会的施策 ・制度 として、8つ あげ られている。①生活の基盤 になる社会

的集 団や組織、②生活の基盤 とな る所得を確保す るために関係 をもつ組織 、③人びとの都 市的生

活 を支 えるために必要 とされる共同消費手段、④健康や生活力(労 働力)を 保全す るための施策

・施設 、⑤生活力(労 働能力)の 資質や技術の向上のための施策や制度、⑥生活の質 ・利便性を

確保するために利用する交通 ・通信手段、⑦生活の質 を高めるために利用す る文化 ・娯楽施設、

⑧生活を支援す る施策 ・制度。 これ らの施策や制度が、欠損 していた り、量的不足だ った り、低

品質だった りして十分に機能 しない場合や生活者の もつ個別的条件 のために適切 に利用できない

場合 に、生活支援ニーズが形成 される傾向があると。

2つ めの大 きな柱である生活者の主体的要因には、生命一身体 システム、人格一行動システム、

生活 関係一社会関係 システム とい う3つ の システムがあげられている。ω

1つ めの生命一身体 システムでは、「生活者の年齢、性 差、機能な どの要素は幼弱、高齢、性

差別 、損傷な どの状況を介 して」要因になる。具体的には、児童虐待、高齢者虐待、生活能力の

障害。

次の人格－行動 システムは、具体的には、ひきこも り、非行行動な どで、 「生活者の もつ人格

(パー ソナ リテ ィ)の あ りよ うや精神的状況、非社会的あるいは反社会的な行動様式」が生活支

援ニーズを形成する要因であると。

最後の生活関係－社会関係システムでは、「生活者の配偶者、,子、親、きょ うだい、親族 、仲

間などとのあいだに取 り結ぶ私的で緊密 な人間関係である生活関係 は情緒的な色彩をもつ紐帯、

相互 の関係で」、この生活関係の欠落や不調が、生活支援ニーズを形成する。また、社会関係 は

生活関係の外側 に形成 され る関係で、その社会関係の欠落や不調が、独居や孤立な どを通 じて生

活支援ニーズを形成するとする。



こ う した生 活 支援 ニー ズの なか で、福祉 ニー ズ は、 「人 び との生活 にお け る一 定 の 困難 や 不 全 、

不調 、 欠損 、総 じて い えば 生活障害 にか かわ って い る」。 よ り具 体的 には、 「生 活機 能 不全 、生 活

能力 不 全 、生活 関係一社 会関係 の不 全 をそ の 内容 とす る」12)述べ られ てい る。

これ らの3つ の不全 の うち、は じめの生活 機 能不 全は 、 「生活 主体の 内部 システ ム の うち 、生

命－身体 システ ム にかか わ る障 害な い し不 調 で」、次 の生 活能 力不 全は、 「人格－行 動 シ ステ ムに

お け る障害や 不調 」、3つ めの生活 関係一 社 会 関係 の不 全 は、 「親子 関係 の欠落や 不調 、それ に と

もな う児 童や 高齢 者 の遺棄や虐 待 、友人 関係 の不調 に関 わ る不登校 、非行 、社 会関係 の欠 落や 不

調 に と もな う社会 的孤 立、路 上生活 な どの状 況に かか わ ってい る」13)とま とめ られ てい る。

4　 若 干の コ メ ン ト

この03年 論考 での ニー ズ論 は、95年 論 考で展 開 した、生活 危 険、生活 不能 、生活障 害 、 さ らに

は生活 障 害 の 中の12の 分類 を、 「生 活 を取 り巻 く外 部環 境 を形成 す る諸 条件 」 と 「生活 主 体 の も

つ諸 条件 」 の2つ の柱 に よって整序 し、項 目間の 関係性 を、生活 ニー ズ、生活 支援 二ー ズ、福祉

ニーズ とい う階層 性 、集 合 関係 を持 ち込 む こ とで 、整 理 し、分 か りやす く した と言 え る。
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